




















第 76 6 3 号





























ン1M70を確立した。 1M70は膜表面に IgM及び1-A dを表現している細胞で 1-A kの表現は見





あり， 2つめは， KLH特異的H-2 k拘束性のクローン 2MK39である O さらにもう 1つは，抗原K
LHの存在有無に拘わらずH-2 d抗原提供細胞に反応する自己H-2 d反応性T細胞クローン 2MK
38である O
③ T細胞クローンによる 1M70のIgM抗体産生の誘導
(a) 1 a d分子を表現している 1M70は，休止期のKLH特異的H-2 d拘束性T細胞クローンMK52
と共に培養すると， KLHの非存在下では 1M70に抗体産生の誘導は見られないが， 20μg/mlの
KLH存在下で 1M70にIgM抗体産生の誘導が見られた。一方，休止期のKLH特異的H-2 k 
拘束性T細胞クローン 2MK39によっては， KLHの存在有無に拘わらず， 1 M70に抗体産生の誘
導は見られなかった。
(b) 1 M70は，活性化されたT細胞クローンと共に培養すると， H-2 k及びH-2 dどちらの特異性
を示すクローンによっても抗体産生の誘導が見られ，この時 KLHの存在は必要とされなかった。




T細胞クローンとの相互作用により IgM抗体の産生が誘導されるBハイブリドーマクローン 1M70 
を確立した。 1M70は抗原KLHを1-A d分子と共にT細胞へ提供しているものと思われ，休止期の
KLH特異的 1-A d拘束性のT細胞クローンMK52は， Bハイブリドーマ上のKLHと1-A d分子を
特異的に認識する事で活性化されると考えられる O したがって，この活性化段階はKLH及び 1-A d
に特異的であり，抗1-A d抗体により阻害される O 次に，このようにして一旦活性化されたT細胞は，
その 1M70に対する抗体産生の誘導が抗1-A d抗体によっても阻害されないことから，最早， B細胞
との直接接触を必要とせず，何らかの可溶性因子を産生するものと思われる O この可溶性因子がBハイ
ブリドーマに作用して IgM抗体の産生が誘導されたものと考えられる O この実験系は単一クローン細
胞を用いて，抗体産生におけるT-B細胞間相互作用の実験モデルを確立したものであり， T-B細胞
間相互作用のより詳細な解析に有用なモデルになると考えれらるO
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論文の審査結果の要旨
免疫応答系は，多様な細胞聞の相互作用により調節される。しかしその多様な細胞集団は，逆にそ
の詳細な解析を困難にしていた。本論文は，その問題に対する解決法としてモノクローナルなT細胞，
B細胞を作製し，均一な細胞集団を用いる事で，抗体産生系におけるT細胞-B細胞間の相互作用を明
確に示したものであり，一つの実験系において， T細胞とB細胞が直接接触することによって，活性化
される段階と，可溶性因子により活性化される段階が見られるユニークな実験システムの確立に成功し
ていると思われるO
モノクローナルな細胞を用いての免疫応答系の再構築の問題は今後とも重要な課題であり，本論文は
学位論文に値すると思われる O
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